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研究成果の概要（和文）：ダライ・ラマのインド亡命から60年経過するなかで、在日チベット人はチベット本土
出身者を含め約220人を数える。本研究では、在日チベット人社会における伝統文化や共同性の再構築・維持の
メカニズムを、ネットワーク形成と情報発信、イベントなどの集いあう場、日‐蔵関係の歴史的展開などに着目
し、分析した。在日チベット人は、デジタル・メディア活用による国内外とのネットワーク形成とチベット関連
情報の発信、明治以降の緊密な日－蔵関係や仏教を介した宗教的連帯、日本社会からの多方面の支援活動などの
日－蔵の双方向交流を背景に、日本における伝統文化と共同性の再構築・維持を展開してきたことが明らかにさ
れた。

研究成果の概要（英文）：In the sixty years since the exodus of the Dalai Lama to India, around 220 
Tibetans, including those from Tibet, have resettled in Japan. This study explores the remaking and 
maintaining of communal connectedness and Tibetan culture among the Tibetans in Japan in terms of 
(1) the information strategies used for creating community networks through digital media, (2) the 
remaking of common meeting grounds, and (3) the development of Japan-Tibet relations. The study 
revealed not only intimate political and religious Japan-Tibet relations that have existed since the
 Meiji era but also modern Tibetans’ utilization of digital media in Japan for dispatching 
information on Tibet and Tibetans. This two-way inter-communication between the two has enabled 
Tibetans to remake and maintain their communal connectedness and Tibetan culture.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 1990 年代以降の社会状況は、近代化やグ
ローバル化の予想に反し、ローカルな価値や
伝統宗教の見直しと、それに基づく共同性や
コミュニティの再構築に特徴があり、移住者
コミュニティにおいてもその統合に果たす
ローカルな価値や宗教の役割の重要性が指
摘されてきた。研究代表者は、これまでの研
究により社会の動態的過程のなかで、伝統文
化・宗教の再活性化はエスニック・アイデン
ティティの再構築と連携するばかりではな
く、ミクロ・リージョナルな繋がりあえる場
（絆）の再形成を促すことを指摘してきた。 
 
（2）1959 年のダライ・ラマ 14 世のインド
亡命から約 60 年の経過のなかで、チベット
難民はインド・ネパール､ブータン以外に欧
米諸国、台湾、日本など、28 か国以上の世界
各地に居住する。欧米諸国に再定住したチベ
ット難民がトランスナショナルに生きるな
かでのローカルな場と共同性の再構築にお
いては、統一のシンボルとなるダライ・ラマ
14 世の存在、インターネットを介した超域的
ネットワークの形成、チベット亡命政府及び
在住チベット人の政治的リーダーシップの
存在、さらにはホスト国の受け入れ体制など
が、コミュニティ維持において重要な役割を
果たすことが明らかにされてきた。 
 
（3）日本においては、1970 年代に教育支援
で来日したチベット難民の少年・少女を皮切
りに、チベット難民の日本への再定住が進み、
今日、在日チベット人はチベット本土出身者
も含め 220 人近くとなるが、在日チベット人
の実態は十分には明らかにされていない。在
日チベット人のネットワーク形成と共同性
の再構築・維持のメカニズムの解明は、ホス
ト国日本での彼らの生活戦略と同時に、日本
社会が抱える多民族との共存に向けての課
題を浮き彫りにさせ、日本社会に対し多文化
共生を考える上での示唆を与える大きな意
義がある。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究は、グローバル化に逆行する形
で生成・維持される民族的共同体がいかなる
有機的連繋と自立性によって展開されるの
か、そして多文化共生社会の実現には何が求
められるのかの解明を全体構想とし、日本各
地に居住する在日チベット人を対象に、伝統
文化や共同性の維持・展開メカニズムを、ネ
ットワーク形成、集いあう場、日蔵関係の歴
史的展開と日本社会との共生・共存関係など
に着目し、人類学的視点から解明することを
目的とするものである。 
 
（2）具体的には、①日本における日蔵関係
の歴史的展開とマス・メディアによるチベッ
ト関連情報の発信性、②在日チベット人社会
におけるネットワーク形成をとおした情報

発信・共有性および集いあう場の共有と共同
性再構築、③日本人の在日チベット人、チベ
ット問題に対するまなざし、在日チベット人
との双方向交流、日本におけるチベット人の
共存の実態を明らかにする。  
 
３．研究の方法 
（1）文献資料調査、インターネットによっ
て発信される情報の収集、全国紙のデータベ
ースを利用したチベット関連記事の収集、お
よび各地で開催されるチベット関連イベン
トにおける参与観察と聞き取りを中心とす
る文化人類学的フィールド調査からなる。 
 
（2）フィールド調査における参与観察、聞
き取りにおいては、デジタルカメラ、ICレコ
ーダーなどの機器によりフィールドデータ
の記録と収集を行った。情報資料収集は、東
洋文庫、大学付属図書館等を利用してのチベ
ット関連文献資料の収集、インターネットを
利用して発信されるチベット関連情報の収
集、京都大学付属図書館所蔵の新聞データベ
ース（『聞蔵Ⅱビジュアル』、『毎索』、『ヨミ
ダス歴史館』、The Times Digital Archives）、
産 経 新 聞 デ ー タ ベ ー ス （ The Sankei 
Archives）を利用したチベット関連記事情報
の収集からなる。これらの収集データの整理、
解析を行った。 
 
４．研究成果 
（1）①平成 27 年度においては、国内で開催
されたダライ・ラマ 14 世による 2015 年来日
法話、Tibet Festival Japan 2015、ダライ・
ラマ 14 世誕生日祝賀会、映画「ダライ・ラ
マ 14 世」の上映会、南インドのタシルンポ
僧院で開催されたダライ・ラマ法話会など、
チベット関連イベントを対象にフィールド
調査を実施し、分析を進めた。また、主要全
国紙（朝日、毎日、読売、産経）のデータベ
ースを利用し、1945 年から 2014 年における
チベット関連記事の収集、整理、分析をする
とともに、チベット亡命政府（Central 
Tibetan Administration）などが発信する情
報の収集、整理、解析を行った。②平成 28
年度においては、国内におけるチベット関連
イベントを対象とするフィールド調査を継
続するとともに、インドのブッダガヤで開催
されたダライ・ラマ 14 世によるカーラチャ
クラ灌頂伝授会の参与観察を実施した。また、
主要全国紙のデータベースを利用したチベ
ット関連記事の分析、チベット亡命政府など
が発信する情報の実態把握と情報収集、整理、
解析を継続するとともに、デジタル・メディ
アを活用した在日チベット人社会のネット
ワーク形成の実態を分析した。さらに、中間
研究成果を国際チベット学会（IATS）第 14
回セミナー（平成 28 年 6月 19～24 日、ノル
ウェー、ベルゲン大学）において研究発表し、
また東アジア人類学協会（EAAA）2016 年次大
会（平成 28年 10 月 15～16 日、北海道大学）



において、分科会を組織して研究発表し、レ
ビューを受けた。③平成29年度においては、
国内におけるチベット関連イベントを対象
とするフィールド調査の継続、主要全国紙の
データベースを利用したチベット関連記事
の整理、分析の継続とともに、在日チベット
人社会のネットワーク形成の実態、インドの
ダラムサラをベースとするチベット亡命政
府による発信情報などの解析をした。さらに、
これまでの研究成果を、「第 51 回日本文化人
類学会研究大会」（平成 29年 5月 27～28日、
神戸大学）における分科会を組織しての研究
発表、国際シャマニズム研究学会（ISARS）（平
成 29 年 12 月 1～4 日、ハノイ、ベトナム民
族学博物館）における研究発表をし、レビュ
ーを受けた。 
 
（2）①日蔵関係の戦前までの歴史からは、
浄土真宗大谷派による中国開教活動や新た
な仏典を求めての河口慧海によるチベット
行というチベットに対する宗教上の関心と
ともに、1910 年代の軍事専門家としての矢島
保治郎のチベット滞在、1940 年代における特
務機関員としての木村肥佐生らのチベット
潜行という軍事的、地政学的な関心が向けら
れていたことが明らかにされた。②全国紙の
チベット関連記事の分析からは、1950 年の人
民解放軍のラサ侵攻、1959 年のダライ・ラマ
14 世のインド亡命によるチベット問題の発
生とその後のチベット情勢の推移について
多くの紙面が割かれ報道されたことが明ら
かにされた。③チベット問題発生と同時に、
全日本宗教政治連盟によるチベット救援準
備室設立、仏教政治協議会によるダライ・ラ
マ救援の声明、全日本仏教会によるチベット
支援に向けての声明など、日本の仏教界が明
治期以来の宗教的・政治的緊密な日蔵関係を
背景にチベット救済運動を展開し、その後の
チベット難民受け入れの土壌を形成してい
ったことが明らかにされた。 
 
（3）①在日チベット人社会は、木村肥佐生
の奔走によって 1965 年から 1970 年にかけて
21 人の少年少女が埼玉県の毛呂山病院長夫
妻に受け入れられたのに端を発し、その後の
成田山新勝寺による留学生の受け入れ、1990
年代以降のチベット本土からの国費留学生、
私費留学生の来日、2000 年から 2008 年にか
けてのNPOチベット教育福祉基金と国際海洋
学園による留学生の受け入れなどにより発
展してきたことが明らかにされた。②在日チ
ベット人は、2010 年代にはデジタル・メディ
アを活用し、独自のウェブサイト「在日チベ
ット人コミュニティ」を立ち上げ、新たな形
でのコミュニケーションの共有性を図って
きたこと、これによりチベット人と日本人と
の間での双方向的情報共有と相互理解の促
進とともに、在日チベット人コミュニティに
とっては集いあう場の共有と共同性の再構
築・維持が担保されてきたことが明らかにさ

れた。 
 
（4）①日本人のチベットに対する関わりを
みると、ダライ・ラマ 14 世の法話会などに
は、多くの日本人の参加があり、日本人の間
にチベット仏教をとおしてのチベットへの
関心の拡がりがみられると同時に、「宗派を
超えてチベットの平和を祈念し行動する僧
侶・在家の会（略称：スーパーサンガ）」、チ
ベットサポートグループ KIKU、チベットに関
するドキュメンタリー・フィルムの制作や上
映など、日本人による多方面の支援活動の継
続が明らかにされた。②欧米諸国においては、
人権問題への対処を背景とする政府主導の
難民支援がみられるのに対し、日本では、チ
ベットからの国費留学生の受け入れを除き、
個人あるいは民間の団体によるチベット難
民の受け入れであったが、在日チベット人の
日本における再定住成功の背景には仏教徒
としての親密性や倫理的共通性にもとづく
信頼関係があることが明らかにされた。 
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